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汎用センサ（IoT センサを含む）から取得される多種多様
なビッグデータに対して、効率的な記録・解析を実現する
ためのデータ圧縮やサンプリングに関する研究に取り組ん
でいます。センシングは、ノイズ除去、予測制御、圧縮、
サンプリング、復元といった複合的な研究分野であり、そ
の応用は IoT、自動運転、スマートシティ、医療・ヘルス
ケアなど多岐にわたります。優れたセンシングがあってこ
そ、AI や機械学習も効果を発揮します。数理的合理性と実
用的価値を融合させた「超スマート」な研究を通じて、日
本の未来を支える基盤技術の確立を目指しています。

AIoT、自動運転、センサネットワーク、スマートシティ、医療・ヘルスケア

多様なセンサに対応した超スマートセンシング技術
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＃AIoT ＃ビッグデータ解析 ＃センサネットワーク ＃マルチモーダルセンシング
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人とモノがつながる Society5.0 において、モータを駆動す
るインバータなどのパワエレ機器は、物理空間とサイバー
空間をつなぐ重要なインターフェースになります。このパ
ワエレ機器を高性能化・高機能化するため、SiC や GaN 等、
次世代パワー半導体デバイスの優れた特性を活かす回路設
計やそのモデリング、電源回路の非線形制御を研究してい
ます。従来の電気電子工学や制御工学に加え、材料工学、
情報工学など幅広い分野を融合した新しいパワーエレクト
ロニクスによる、回路設計・実装・制御技術の確立を目指し、
理論解析と実験の両方からアプローチしています。

スマートグリッド、スマートシティ、スマートデバイス

Society5.0 を支える
次世代パワーエレクトロニクス技術の研究開発
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＃パワーエレクトロニクス ＃パワー半導体デバイス ＃電源回路 ＃最適設計 ＃非線形制御
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